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題

名

RA2A1 グループ、RA2L1 グループ、RA2E1 グループ、RA4M1
グループ、RA4W1 グループ、SPI データコントロールレジスタ

（SPDCR）のビット追加 
情報分類 技術情報

適

用

製

品

RA2A1 グループ 
RA2L1 グループ 
RA2E1 グループ 
RA4M1 グループ 
RA4W1 グループ 

対象ロット等

関連資料

Renesas RA2A1 グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編 Rev1.00 
Renesas RA2L1 グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編 Rev1.10
Renesas RA2E1 グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編 Rev1.10
Renesas RA4M1 グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編 Rev1.00
Renesas RA4W1グループ ユーザーズ

マニュアル ハードウェア編 Rev1.00

すべて

SPI データコントロールレジスタ（SPDCR）にビット情報を追加します。 

・修正前 例：RA2A1

SPI データコントロールレジスタ（SPDCR） 

アドレス SPI0.SPDCR 4007 200Bh, SPI1.SPDCR 4007 210Bh

SPRDTD ビット（SPI 受信／送信データ選択） 

SPDR/SPDR_HA レジスタが、値を受信バッファと送信バッファのどちらから読み出すかを選択します。送信バ

ッファから読み出す場合、SPDR/SPDR_HA レジスタへ最後に書き込まれた値が読み出されます。送信バッファの

読み出しは、送信バッファエンプティ割り込みの発生後（SPSR.SPTEF = 1）に行ってください。 

詳細は、30.2.5 SPI データレジスタ（SPDR/SPDR_HA）を参照してください。
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SPLW ビット（SPI ワードアクセス／ハーフワードアクセス設定） 

SPDR レジスタへのアクセス幅を設定します。SPLW ビットが 0 の場合、SPDR_HA レジスタへのハーフワード

アクセスが有効となり、SPLW ビットが 1 の場合、SPDR レジスタへのワードアクセスが有効となります。また、

SPLW ビットが 0 のとき、SPI データ長設定ビット（SPCMD0.SPB[3:0]）の設定は、8 ～ 16 ビットにしてくださ

い。データ長を 20、24、または 32 ビットに設定した場合、すべての動作を行わないでください。

・修正後

SPI データコントロールレジスタ（SPDCR） 

アドレス SPI0.SPDCR 4007 200Bh, SPI1.SPDCR 4007 210Bh

SPRDTD ビット（SPI 受信／送信データ選択） 

SPDR/SPDR_HA レジスタが、値を受信バッファと送信バッファのどちらから読み出すかを選択します。送信バ

ッファから読み出す場合、SPDR/SPDR_HA レジスタへ最後に書き込まれた値が読み出されます。送信バッファの

読み出しは、送信バッファエンプティ割り込みの発生後（SPSR.SPTEF = 1）に行ってください。 

詳細は、30.2.5 SPI データレジスタ（SPDR/SPDR_HA）を参照してください。 

SPLW ビット（SPI ワードアクセス／ハーフワードアクセス設定） 

SPDR レジスタへのアクセス幅を設定します。SPLW ビットが 0 の場合、SPDR_HA レジスタへのハーフワード

アクセスが有効となり、SPLW ビットが 1 の場合、SPDR レジスタへのワードアクセスが有効となります。また、

SPLW ビットが 0 のとき、SPI データ長設定ビット（SPCMD0.SPB[3:0]）の設定は、8 ～ 16 ビットにしてくださ

い。データ長を 20、24、または 32 ビットに設定した場合、すべての動作を行わないでください。

SPBYT ビット（SPI バイトアクセス設定）

本ビットは、SPI データレジスタ（SPDR）にアクセスする際のデータ幅を設定するのに使用します。SPBYT = 0 

の場合、SPDR へのアクセスにはワードアクセスまたはハーフワードアクセスを使用してください。SPBYT = 1（こ

の場合SPLW は無効）の場合、SPDR へのアクセスにはバイトアクセスを使用してください。SPBYT = 1 の場合、

SPI コマンドレジスタn（SPCMDn）のSPI データ長ビット（SPB[3:0]）を8 ビットに設定してください。SPB[3:0] を

9 ～ 16、20、24 または32 ビットに設定した場合、その後の動作は保証されません。


